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水
リ
ス
タ
と
企
業

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
オ
ー
タ
ｏジ
ャ
パ
ン
代
表

（国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

吉
村

和
就

>18

国
際
水
協
会

（
Ｉ
Ｗ
Ａ
）

の
総
会
が
先
月
２‐
日
か
ら
５

日
間
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
リ
ス
ボ

ン
市
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は

「水
の
未
来
を
創

造
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
行

「開
催
国
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
　
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
水
に
関
す

府
、
リ
ス
ボ
ン
市
に
開
催
の
　
る
技
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
発

御
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、　
表
件
数
約
３
５
０
件
の
内
２４

参
加
者
に
Ｉ
Ｗ
Ａ
を
通
じ
て
　
件
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

世
界
の
水
問
題
を
解
決
し
、　
約
６
０
０
件
の
内
５。
件
で
日

水
の
未
来
を
創
造
し
よ
う
」

本
人
が
発
表
、
存
在
感
を
示

と
宣
言
し
た
。
　
　
　
　
　
　
し
た
。

日
本
は
２
０
１
８
年
に
Ｉ

Ｗ
Ａ
東
京
総
会
の
開
催
国
に

な
る
た
め
関
心
が
高
く
、
総

さ
れ
た
が
、
筆
者
か
ら
見
て

注
目
す
べ
き
発
表
は
次
の
３

組
み
合
わ
せ
、
「水

・
エ
ネ

ル
ギ
ー

・
食
糧
問
題
」
に
関

す
る
全
て
の
事
柄
を
統
合

的

・
重
層
的
に
考
え
、
持
続

可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形

成
す
る
た
め
に
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
最
適
化
す
る
考
え
方
で

あ
る
。
と
も
す
れ
ば
バ
ラ
バ

ラ
な
も
の
を
三
位

一
体
で
考

え
、
地
球
規
模
の
問
題
を
解

ん
水
の
間
に
Ｆ
Ｏ
膜
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
水
側

か
ら
淡
水
が
肥
料
を
含
ん
だ

溶
液
に
移
動
し
、
水
循
環
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
農

業
生
産
に
ふ
さ
わ
し
い
肥
料

濃
度
の
農
業
用
水
を
確
保
す

る
試
み
で
あ
る
。

③
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

欧
米
を
中
心
に
展
開
さ
れ

て
い
る
、
各
種
セ
ン
サ
ー
と

ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
抱
合
し
、
水
の
管
理
を
最

適
化
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム

で
、
今
後
、
世
界
の
主
流
に

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

展
一変
ムの
模
様

同
時
開
催
の
展
示
会
で
は

世
界
各
国
か
ら
約
２
０
０
企

業

・
団
体
が
出
展
、
開
催
国

を
除
く
国
別
展
示
で
は
、
最

大
規
模
に
な

っ
た
ジ

ャ
パ

ン

・
パ
ビ
リ
オ
ン

（
写
真
）

に
人
気
が
集
ま
っ
た
。

ジ
ャ
パ
ン

・
パ
ビ
リ
オ
ン

の
共
同
出
展
者
は
、
日
本
水

道
協
会
、
日
本
下
水
道
協

会
、
東
京
都
水
道
局
、
東
京

都
下
水
道
局
、
横
浜
市
水
道

局
、
日
本
水
道
工
業
団
体
連

合
〈バ、
本
・
ｎ
ミ

大
成
機

工
、
ク
ボ
タ
、

メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
で
、
プ
レ
ゼ
ン
の
場
で

日
本
の
技
術
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
。プ

レ
ゼ
ン
能
力
の

向
上
を

会
期
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
は

２
日
間
に
渡
り
、
ジ

ャ
パ

ン

・
パ
ビ
リ
オ
ン
に
参
加
し

た
企
業
や
団
体
が
プ
レ
ゼ
ン

を
行
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら

他
の
国
や
企
業
に
比
ベ
レ
ベ

ル
の
低
さ
が
目
立

っ
た
。
原

稿
の
棒
読
み
や
、
質
問
の
意

味
が
分
か
ら
ず
立
ち
往
生
の

場
が
あ

っ
た
。
国
際
会
議
に

慣
れ
て
な
い
と
は
い
え
、
事

前
の
訓
練
不
足
が
感
じ
ら
れ

た
。
邦
人
の
留
学
経
験
者
や

欧
米
人
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

国
連
本
部
勤
務
時
代
に
筆

者
は
、
言
い
回
し
や
立
ち
居

振
る
舞
い
を
徹
底
的
に
指
導

さ
れ
た
。
具
体
的
指
導
で

は
、
①
原
稿
を
見
る
こ
と

は
、
自
分
の
未
熟
さ
を
プ
レ

ゼ
ン
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

全
て
頭
の
中
に
叩
き
込
め
②

目
線
は
聴
衆
に
向
け
笑
顔
を

つ
く
れ
③
両
手
は
肩
幅
の
外

に
出
し
、
フ
ル
に
活
用
せ
よ

―
―
な
ど
で
あ
る
。
プ
レ
ゼ

ン
能
力
の
向
上
は
東
京
総
会

に
向
け
て
、
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

勢
１
２
０
人
以
上
の
関
係
者

が
参
加
し
た
。
展
示
会
は
も

注
目
す
べ
き
発
表

今
回
、
多
く
の
発
表
が
な

点
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
決
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ

①
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
　
か
ら
の
水
を
考
え
る
上
位
概

糧
の
連
結

・
連
携

（
Ｗ
Ｅ
　
念
と
な
る
だ
ろ
う
。

Ｆ

¨
■
”
け霧

ト
ロ
椰
ｑ
鍵

‐
　

②
淡
水
化
技
術
の
未
来

『
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｚ
①
Ｘ
Ｃ
∽
）
　

　

　

　

特
に
正

（
順
）
浸
透
膜

こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
概
念
は
、

（
Ｆ
Ｏ
膜
）
を
用
い
て
農
業

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

（
Ｄ
Ｏ
　
用
水
を
確
保
す
る
考
え
方
で

Ｅ
）
を
中
心
に
始
ま
っ
た
水
　
あ
る
。
肥
料
成
分
の
含
ま
れ

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
欧
州
　
た
濃
度
の
濃
い
溶
液

（ド
ロ

を
中
心
と
す
る
食
糧
問
題
を
　
―
溶
液
）
と
海
水
ま
た
は
か


